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答弁（町長）　積極的に検討したいと考えている

問	他市町村と災害協定を結び、連携を図ってい
く考えはあるか。
答	（町長）　現在、町では昭和村及び長野県山ノ
内町と災害時における相互応援に関する内容の
協定を締結している。また、茨城県茨城町とも
双方が加盟している北関東・新潟地域連携軸推
進協議会で定めている要綱に基づき、災害時に
は相互に応援することとなっている。
　この広域の協議会には、群馬県・栃木県・茨
城県及び新潟県内の19自治体が加盟しており、
会員自治体が自然災害等により被災した場合に
は、物資の提供、職員の派遣、施設提供など必
要な支援について、相互に行うこととなっている。
　その他の市町村との災害協定についても、お
互いにとって有効な協定については、積極的に
検討したいと考えている。
問	台風や集中豪雨時の防災対策は。
答	（町長）　浸水被害があった地域の防災・減災
対策として、河川監視カメラの設置及び周辺の
住民が自由に使用するための土のう倉庫の整備
を行った。また、矢川樋管周辺では、樋管手前
の開渠部分からの越水を予防するための大型土
のうの設置を行うとともに、烏川の増水により
水路の水が停滞したときに、レンタルポンプを
使用して強制的に排水するための仕組みを構築
するなどの対策を行った。
問	大規模災害時における防災倉庫の備蓄体制は
万全か。
答	（町長）　現在、町には防災倉庫が９か所あり、

備蓄食糧として、アルファ化米及びライスクッ
キーが約２万1000食、500ミリリットル入り
の飲料水が4000本ある。また、資機材として、
災害用毛布や持ち運び可能な簡易トイレ21台、
携帯トイレ2000個を備蓄し、令和６年度にも
追加し充実を図る予定である。
　そのほか、町では複数の民間企業等と物資の
供給に関する協定を締結している。
　今後も、災害時の備蓄品の充実を図るととも
に、民間企業等との協定の締結を推進すること
により、大規模災害時の備蓄体制に万全を期し
たいと考えている。
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答弁（町長）　10月からのデマンド運行導入を目指す

問	新公共交通システムの導入時期と転換内容は
どのようなものか。
答	（町長）　令和６年10月の導入を目指してい
る。運行システムについては、ＡＩを活用した
ミーティングポイント型のデマンド運行を行う。
具体的には、利用者がアプリや電話で、時間及
び乗る停留所と降りる停留所を予約する。複数
の予約に対して、ＡＩが瞬時に最適な運行経路
や配車計画を作成する。利用者は提示された予
約時間に停留所で待ち、乗車する。予約の状況
によっては乗り合いとなる場合もあるが、目的
の停留所まで乗り換えることがなく乗車するこ
とができる。
問	高齢者タクシー利用補助券の今後の取扱いは
どうなるのか。
答	（町長）　令和５年度の補助額は1000万円
程度となる見込みで、来年度も今年度と同様に

事業を行う予定である。ただし、タクシー利用
補助券の交付者に対する利用者の割合が50～
60％程度であり、たまりんのデマンド化により、
タクシーを利用しなくても移動することが容易
になることから、令和７年度以降に対象者を絞
るなどの見直しを図っていきたいと考えている。

介護保険料基準額の引下げ実施

問	令和６年度から介護保険料基準額を683円
引き下げることができた要因は何か。
答	（町長）　第９期（令和６年度から令和８年度）
では、これまで積み立ててきた基金の一部を取
り崩すことで、介護保険料を引き下げることが
できた。玉村町は、令和10年には高齢化率が
30％を超える見込みであり、引き続き、介護予
防事業の充実、介護給付適正化の推進を行い、
介護給付費上昇の抑制に努めていく。

空き家のごみ処理支援

問	ボランティアによる空き家の草刈りやごみ処
理等に、町は積極的に助成できないか。
答	（町長）　現在、直接的に助成する制度はない
が、ボランティアの方々の要望等を聞いて、可
能な限り支援していきたいと考えている。
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現在ハイエースで運行している「たまりん」。
導入するデマンドタクシーはミニバンタイプ
の車両で運行予定

能登半島地震被災地で応急給水活動を行う
玉村町職員（令和６年１月末）


